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 第６次美瑛町まちづくり総合計画の策定に向けて

丘のまち丘のまち



　

美
瑛
町
が
進
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
と
、
そ
れ
に
向
け
て
実
施
す
べ
き
施

策
を
体
系
づ
け
る
も
の
で
、
本
町
が
策
定

す
る
あ
ら
ゆ
る
構
想
や
計
画
の
最
上
位
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
計
画
で
す
。

　

将
来
の
ま
ち
の
「
あ
り
た
い
姿
」
を
描

き
、
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
長
期
的
、
総

合
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

総
合
計
画
っ
て
な
に
？

な
ぜ
、
い
ま
策
定
す
る
の
？

　

平
成
28
年
度
に
令
和
７
年
度
ま
で
の
10

年
間
の「
第
５
次
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
界
で
起
こ
る

紛
争
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
世
界
的
な
社
会
情

勢
の
変
化
が
加
速
し
て
お
り
、
本
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
求
め
ら
れ
る
視

点
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
策
定
す
る
新
た
な
総
合
計
画

は
、ま
ち
づ
く
り
へ
の「
情
報
共
有
」と「
町

民
参
加
」
を
基
本
と
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
創
り
上
げ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
成

果
や
課
題
を
踏
ま
え
、誰
も
が
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
「
丘
の
ま
ち
び

え
い
」
の
創
造
に
向
け
て
策
定
す
る
も
の

で
す
。

美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン

豊
か
な
美
し
い
景
観
が
、
農
業
と
観
光
の
架
け
橋
と
な
る
ま
ち

世
界
に
誇
る
「
丘
の
ま
ち
び
え
い
」
を
守
り
、
地
域
資
源
が
農
業
と
観
光
の
新
た
な
価

値
を
生
み
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
相
乗
効
果
を
高
め
る
ま
ち

誰
も
が
自
ら
の
可
能
性
を
伸
ば
せ
る
ま
ち

自
分
た
ち
の
未
来
を
信
じ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
あ
え
る
ま
ち

誰
も
が
健
康
で
と
も
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

充
実
し
た
保
健
福
祉
と
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
確
保
さ
れ
、
み
ん
な
で
声
を
か
け

あ
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保
さ
れ
、
災
害
に
負
け
な
い
強
さ
と
し
な
や
か
さ
を
備
え
る
ま
ち

十
勝
岳
噴
火
や
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
イ
ン
フ
ラ
環
境
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
行
動
す
る
ま
ち

豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
目
指
す
ま
ち

十
勝
岳
連
峰
の
裾
野
に
広
が
る
豊
か
な
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給

し
、
資
源
と
経
済
を
循
環
で
き
る
ま
ち

子
ど
も
の
個
性
を
育
み
、
全
力
で
応
援
す
る
ま
ち

地
域
全
体
で
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
、
多
様
な
個
性
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
ま
ち

す
べ
て
の
人
に
居
場
所
と
役
割
が
あ
り
、
希
望
を
持
っ
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
あ
い
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
す
べ
て
の
人
々
に
居
場
所
や
活
躍

の
場
が
あ
り
、
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
ま
ち
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１０年先の未来を見つめる

第６次美瑛町まちづくり総合計画の
策定に向けて



ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
の
皆
さ
ん

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
意
見
を
反
映

総合計画策定へ向けて　～まちづくりワークショップを開催～

「20 年後のあるべき姿」をテーマにワークショップを全７

回開催。町民 11 人、職員 12 人が参加し、300 人を超える

町民へのヒアリング調査などを行い、７つの項目で構成

される「美瑛町共有ビジョン」を策定しました。

前期まちづくりワークショップ

令和２年 11 月～令和３年９月

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
限
界
が
あ
り
、

町
民
や
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
の
協
力
、
連
携
が
必

要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
計
画
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
役
場

職
員
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
の
柱
と
な
る
「
美
瑛
町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

後期まちづくりワークショップ

令和３年 11 月～令和４年２月

美瑛町共有ビジョンを実現するため

の具体的な取り組みを考えるワーク

ショップを全６回開催。町民 19 人、

職員 10 人が参加し、具体的なプロジェ

クトと独自指標を考えました。

　

後
期
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
新
た
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

に
加
え
、
参
加
者
の
友
人
や
、
美
瑛
町
を
訪
問
し
て
い
た
道
外

の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
О
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
年
齢
、

出
身
、
世
代
な
ど
を
問
わ
ず
、
本
当
に
大
勢
の
方
々
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
毎
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
評
価

を
実
施
し
、
行
政
の
取
り
組
み
の
継
続
的

な
点
検
と
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
目
標
に
向
け
た

到
達
度
を
客
観
的
に
測
る
独
自
の
指
標
を

設
け
ま
す
。

　

そ
れ
を
も
と
に
評
価
を
行
い
、
実
施
し

た
事
業
の
見
え
る
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
蓄
積
し
て
き
た
成
果
を
、
わ
か
り
や

す
く
体
系
化
し
た
総
合
計
画
（
案
）
を

公
表
し
ま
す
。

　

そ
の
計
画
（
案
）
を
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
へ
報
告
し
審
議
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
役
場
内
の
各
部
署
間
に
よ
る

協
議
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、

町
議
会
で
の
審
議
な
ど
を
経
て
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

　

策
定
し
た
総
合
計
画
は
概
要
版
を
全

戸
に
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
に
地
域
内
経
済
の
分
析
結
果

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ワークショップで取り上げられ

た「まちづくりのキーワード」

人口増

町民の笑顔

町民のチャレンジ

子どもの個性を伸ばす環境

美瑛のブランド力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
評
価
す
る
「
も
の
さ

し
」

令
和
４
年
度
中
に
第
６
次
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
（
案
）
を
公
表
し
ま
す
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漏れ穴分析

　令和２年度に町内事業所を対象としたアンケート調査を行い、美瑛町産業連関表を作成しました。そ

の産業連関表をもとに、町外へ流出しているお金、町外から調達しているお金などを分析しました。

町の経済を分析しました

　令和３年度に策定した「美瑛町共有ビジョン」の実現には、町の地域経済の現状を把握することが必

要です。そこで、令和２年度に作成した「美瑛町産業連関表」や令和３年度に実施した買い物調査、ひ

び割れ調査などをもとに、町の産業経済の大きさや産業間取引の構造、町外への依存度合いなどの地域

経済の分析を行いました。

　分析結果から見えた課題を解決するための具体的な施策を第６次まちづくり総合計画に盛り込んでい

きます。
　今月号の広報では、分析結果の一部を掲載しています。詳しい調査結果は町ホームページ

をご覧ください。アンケートにご協力いただきありがとうございました。

回収事業者数　252
（回収率　45.0％）

町内生産額　591 億円

（令和元年度） ・農業　（78 億円）

・商業（58 億円）

・畜産（生乳、肉牛）（40 億円）

・不動産（33 億円）

・その他飲食料品（冷凍食品、

　加工品など）（27 億円）

・宿泊業（22 億円）

　　　　　　　　　　　ほか

・農業　（72 億円）

・商業（44 億円）

・畜産（生乳、肉牛）（40 億円）

・その他飲食料品（冷凍食品、　

　加工品など）（27 億円）

・宿泊業（21 億円 )

　　　　　　　　　　　ほか

・商業（36 億円）

・建設（10 億円）

・その他の飲食料品（７億円）

　　　　　　　　　　　ほか

　「商業分野」が町外に支払っているお金の約３

割は " 農畜産物”です。町内の商業事業者が、

町内で農畜産物を調達する仕組みを作っていく

ことで、漏れ穴を小さくすることができます。

　すべての漏れ穴を塞ぐのではなく、塞げると

ころを塞ぎ、塞げない穴は小さくし

ていくことで流出するお金を減らし、

町内産業の自給率を向上させる取り

組みが必要です。

今後の取り組み

地域内循環

307 億円町外から
稼いだお金

284 億円

ひび割れ
165 億円

※将来的に漏れ穴となるリスク

流出

114 億円

地域内循環

町外から稼いだお金

町外へ流出しているお金
町内

町外

農畜産物

12 億円

燃料（ガソリンなど）

７億円

化学製品

４億円

輸送

２億円

紙製品 ･ 印刷

１億円

水産食料品

0.8 億円

自動車整備

・機械修理

0.6 億円

その他

8.6 億円

漏れ穴

「商業分野」が町外へ支払っている

お金の内訳を見てみると・・・

36 億円
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  買い物と暮らしに関するアンケート調査 回収数　1,158 世帯
（回収率 24.2％）

　地域内経済循環を高めるためには、町民の皆さんがお金を町内外のお店にどれぐらい支払っているの

かを把握する必要があります。

　この調査で、町内・町外へのお金の流れや町内での買い物のニーズを調べました。

１カ月間の食料品などの購入場所と金額

町内　

23,680 円

町外　

17,220 円

１カ月間の１世帯の

平均購入額　　40,900 円

町内での購入金額は、

１カ月　9,400 万円

ひび割れ調査 回収業者数　200
（従業員数　3,234 人）

　町内の事業所の事業の廃業、撤廃による経済への影響を把握するため、各事業所の代表者の年齢や後

継者の有無、生産額などを調査し分析を行いました。

経営者年齢と後継者有無の関係と生産額 （単位：億円）

（単位：円）

　今後、後継者がいないこと

による事業所の廃業、撤廃で

失われる町内の生産額は
165 億円

　事業を譲り渡したい方と事業を譲り受けたい

方をマッチングすることで、後継者のいない事

業者に対し、事業を承継できる仕組みを整えて

いくことが必要です。

課題 今後の取り組み

　町内でも購入でき

ることを広く知って

もらえるよう、事業

者などと連携し、情

報発信の強化が必

要です。

今後の取り組み

後継者の有無
経営者年齢

合計
20～60歳未満 60～65歳未満 65歳以上 不明

あり 40 6 20 9 75

なし（または不明） 87 24 129 12 252

合計 127 30 149 21 327
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

４
回
目
接
種
に
つ
い
て

問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
92
‐
７
０
２
１

　
現
在
、
国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
４
回
目
接
種
を
進
め
て
い
く
方
針
が
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
対
象
者
や
３
回
目

接
種
か
ら
の
接
種
間
隔
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
未
定
で
す
（
４
月
19
日
現
在
）。

　
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、個
別
案
内
の
他
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

５
～
11
歳
の
お
子
さ
ん
の

 
 
 
 
 
 
 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
５
～
11
歳
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た

小
児
用
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
特
例
承

認
さ
れ
、
４
月
19
日
（
火
）
か
ら
旭
川
市

内
の
医
療
機
関
を
対
象
に
接
種
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

予
防
の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
を
十

分
理
解
し
た
上
で
、
保
護
者
の
方
と
お
子

さ
ん
の
意
思
で
接
種
に
つ
い
て
の
判
断
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
予
約
に
つ
い
て

　
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
旭
川
市
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

　

15
分
（
平
日
・
土
日
祝
）

　

☎
25ｰ

３
５
０
１

※
美
瑛
町
民
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
予
約

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
直
接
予
約
を
受
け
付
け
し
て
い
る
医
療

　

機
関
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
旭
川
市
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
特
設

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

旭
川
市
内
の
小
児
科
（
町
内
の
医
療
機

関
で
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
）

食
料
品
の
支
援
を
行
い
ま
す

旭
川
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
が
、
安
心
し
て

療
養
や
健
康
観
察
に
専
念
で
き
る
よ
う
に

食
料
品
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

実
施
期
間

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
へ

4
月
29
日
（
金
）
か
ら
当
面
の
間

対
象
者

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
で
自
宅

　

療
養
中
の
方

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
同
居

　

家
族
で
、
上
川
保
健
所
か
ら
濃
厚
接
触

　

者
と
し
て
自
宅
療
養
お
よ
び
自
宅
待
機

　

を
求
め
ら
れ
た
方

支
援
内
容

　

お
お
む
ね
３
日
間
分
の
食
料
品（
ご
飯
、

お
か
ゆ
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、
ス
ポ
ー

ツ
飲
料
な
ど
）
を

自
宅
に
お
届
け
し

ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

（
平
日
）
☎
92ｰ

４
２
４
５

　

（
土
日
祝
日
）
☎
92
‐
１
１
１
１

問
合
せ
／
保
健
福
祉
課　

☎
92
‐
４
２
４
５

Ｑ　

家
族
で
複
数
人
が
自
宅
療
養
と
な
っ

　
　

た
場
合
、
人
数
分
の
申
し
込
み
は
で

　
　

き
ま
す
か
？

Ａ　

家
族
の
中
で
、
自
宅
療
養
者
に
な
ら

　
　

れ
た
方
の
人
数
分
申
し
込
み
い
た
だ

　
　

け
ま
す
。

Ｑ　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
対
応
し
て
い

　
　

ま
す
か
？

Ａ　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
対
応
し
て
い

　
　

ま
せ
ん
。
食
料
品
の
食
品
表
示
を
確

　
　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

食
料
品
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
届
き
ま

　
　

す
か
？

Ａ　

ご
自
宅
前
に
支
援
物
資
を
置
き
チ
ャ

　
　

イ
ム
を
鳴
ら
し
ま
す
。
ド
ア
を
開
け

　
　

ず
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
場
合
は
？

▼
接
種
会
場

※写真はイメージです。
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補助金名 補助の概要・補助額・補助率 申請締め切り

中小・小規模企業新事業展

開・販売促進支援補助金

新事業展開枠　新分野展開、事業転換、業種転換、新商品（役務）　
　の開発、商品(役務 )の新たな生産(提供 )方式の導入などに対し支援

補助額：最大 100 万円（下限 50 万円）　　補助率：２／３

販売促進枠　販路開拓、販促活動などに対し支援

補助額：最大 30 万円　　補助率：２／３

５月 18 日

ＩＴ導入補助金 通常枠　会社の課題やニーズに合ったＩＴツールを導入する経費

　の一部を支援

補助額：30 万円～ 450 万円（導入するツールの機能による）

補助率：１／２

１次：５月 16 日

２次：６月 13 日

デジタル化基盤導入枠　 インボイス対応も見据えた企業間取引
　のデジタル化のために導入する、会計・受発注・決済・ＥＣソフ

　トを導入する経費の一部を支援

補助額：５万円～ 350 万円　　　補助率：最大３／４

２次：５月 16 日

３次：５月 30 日

４次：６月 13 日

中小企業等事業再構築促進

事業

通常枠　新分野展開や業態転換、事業・業種転換、事業再編また

　はこれらを通じた規模の拡大などに対し支援

補助額：100 万円～ 8,000 万円（従業員数による）

補助率：中小企業者等２／３（補助額 6,000 万円超は１／２）

        中堅企業等１／２（補助額 4,000 万円超は１／３）

回復・再生応援枠　コロナの影響を受け、引き続き業況が厳しい

　事業者や事業再生に取り組む中小企業等の事業再構築に対し支援

補助額：100 万円～ 1,500 万円（従業員数による）

補助率：中小企業者等３／４・中堅企業等２／３

第６回

６月 30 日

小規模事業者持続化補助金 　商工会の助言などを受けて経営計画を作成し、その計画に沿って

　販路開拓（生産性向上）などに取り組む費用を支援

通常枠　販路開拓に必要な経費

補助額：50 万円上限　　補助率：２／３

賃金引上げ枠　販路開拓の取り組みに加え、事業場内最低賃金が

　地域別最低賃金より＋ 30 円以上である小規模事業者

補助額：200 万円上限　　補助率：２／３（赤字事業者は３／４）

第８回

５月 27 日

第９回

９月上旬頃

中小企業等に対する支援策（補助金）のお知らせ

　中小企業等を対象とした、社会経済情勢の変化への対応などに伴う経済産業省や北海道の支援策（補助金）

の概要をお知らせします。

　なお、下記の表には主な補助メニューを抜粋して掲載しています。補助対象者の要件、補助対象経費など

詳細は掲載しておりませんので、詳しくは各事務局のホームページなどで確認ください。

問合せ／商工観光交流課商工・労働係　☎ 92-4321

中小・小規模企業新
事業展開・販売促進
支援補助金事務局

☎ 011-804-2385

サービス等生産性向
上ＩＴ導入支援事業
事務局

☎ 0570-666-424

事業再構築補助金事
務局コールセンター

☎ 0570-012-088

北海道商工会連合会

☎ 011-251-0102

他に大規模賃金引上枠 ･ 最低賃金枠・グリーン成長枠があります。

他に卒業枠・後継者支援枠・創業枠・インボイス枠があります。

他にパソコン、レジなどの導入に対する支援があります。

　ー　　　美瑛町公式ＬＩＮＥアカウントに登録をお願いします　ー

　今後、上記のような支援策の実施について町に通知があったときは、美瑛町公式ＬＩＮＥアカウント

を活用して、その都度情報を発信していきます。大切な情報を素早く入手できるよう、この機会にぜひ

登録をお願いします。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
友
達
に
追

加
し
て
く
だ
さ
い
。
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事業名と工事予定箇所は次の通りです（事業名、事業概要、予定工期は変更となる場合があります）

　町民の　町民の皆さんの生活や経済活動の基盤となる道路や公園の整備などの公共工事を進めます。工事期間中は、

交通規制や騒音などによりご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

番号 事業名 場所 事業概要 予定工期 所管

１ 憩町団地解体工事 憩町２ 解体　１棟２戸 ６月～９月
住民生活課

２ 日の出団地解体工事 錦町 解体　１棟４戸 ６月～９月

３ 憩ヶ森公園改修工事 憩町２ 照明灯 LED 化ほか施設整備 ４月～ 10 月

建設水道課

４ ことぶき公園改修工事 寿町２ 徒渉池整備ほか
４月～

令和５年１月

５ 東町公園改修工事 東町２ 遊具改修、既存遊具撤去 ４月～９月

６ さくら公園改修工事 丸山２ 遊具改修、既存遊具撤去 ４月～９月

７ 大町１丁目西２番線道路改良舗装工事 大町１ 改良舗装　68 ｍ ４月～９月

８ 赤羽下宇莫別線道路改良舗装工事 赤羽 改良　160 ｍ、舗装　370 ｍ ８月～ 11 月

９
北瑛旭第６線道路改良工事

（第１工区・第２工区）
北瑛 改良舗装　170 ｍ ５月～ 11 月

10 美園村山線道路改良舗装工事 美園 改良　182 ｍ、舗装　322 ｍ ５月～８月

11 美園村山線一号橋旧橋解体工事 美園 旧橋解体
10 月～

令和５年１月

12
旭美瑛線道路改良舗装工事

（第１工区・第２工区）
旭第７ 改良舗装　350 ｍ

５月～

令和５年１月

13 新星第１線道路改良工事 新星第１ 改良　300 ｍ ７月～９月

14
新星線道路改良舗装工事

（第１工区・第２工区）
新星第２ 改良舗装　390 ｍ

７月～

令和５年１月

15 美沢 18 線道路改良舗装工事 美沢早崎 改良舗装　300 ｍ ７月～ 12 月

16 藤野協成線道路舗装工事 藤野協成 舗装　600m ７月～ 10 月

17 白金美瑛線道路改修工事 白金 法覆護岸　1,089 ㎡ ７月～ 11 月

18 橋梁修繕工事
美沢・二股・

置杵牛

橋梁修繕　３橋

（美聖橋・双股橋・協英橋）

６月～

令和５年２月

19 丸山通り線舗装補修工事 丸山 舗装補修　300 ｍ ９月～ 11 月

20 旭町３丁目線配水管布設替工事 旭町３ 水道管入替え　72 ｍ ４月～７月

建設水道課

水道整備室

21 泉源井新設工事 白金 泉源掘削深度　500 ｍ
４月～

令和５年１月

22 美沢 18 線配水管布設替工事 美沢早崎 水道管入替え　190 ｍ ７月～ 10 月

23 新星第１線配水管新設工事 新星第１ 水道管入替え　380 ｍ ７月～ 10 月

24 新星線配水管布設替工事 新星第５ 水道管入替え　310 ｍ ７月～ 10 月

令和４年度に実施する「公共工事」をお知らせします
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各工事に関する問い合わせは、
下記の所管課までお願いします。

建設水道課　　  ☎ 92-4449

同課水道整備室　☎ 92-4464

住民生活課　　　☎ 92-4294

工事関係

業務委託関係

工事区間

工事箇所

白金地区

市街地区

町内工事予定箇所図

10 11

14

19

９

３

15

１

12

13

４

８

６

７

17

21

番号 事業名 場所 事業概要 予定工期 所管

25 橋梁定期点検業務 町内一円 橋梁点検　34 橋 ５月～ 12 月

建設水道課

26 橋梁修繕設計業務 町内一円 橋梁修繕設計　３橋 ５月～ 11 月

27 丸山通り舗装修繕設計業務 丸山 舗装補修設計、測量 ６月～９月

28 新区画向上通学線藤野橋詳細設計業務 新区画向上 橋梁詳細設計、測量
５月～

令和５年１月

29 北瑛旭第６線用地杭設置業務 北瑛 用地境界杭設置　2,600 ｍ ９月～ 12 月

   は、 美瑛町内一円の

　橋梁 34 カ所が対象です。

24

23 22

29

28

16

   は、 美瑛町内一円の

　橋梁３カ所が対象です。

25

26

   は、 美瑛町内一円の

　橋梁３カ所が対象です。
18

２

５

20

27
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行政区長を紹介します

行政区名 区長名 住　所 町内会区域

旭 大森    茂 旭第８ 旭第１～８、中央、北星

北　　　瑛 浦島　規夫 北瑛第３ 北瑛

大　　　村 佐藤　昌敏 大村大久保協生 大村、ケアハウスびえい

美　　　田 涌嶋　慎二 美田第３ 美田、夕張

五　　　稜 長谷川　宏 五稜第３ 五稜第１・５

二　　　股 鎌上　義男 二股日進 二股

瑠　辺　蘂 太田　裕範 瑠辺蘂第１ 瑠辺蘂第１～４、栄進、共和、平和、北斗

美　馬　牛 佐藤　仁俊 美馬牛大成 美馬牛第１・２、旭新、大成

美馬牛市街 村上　正数 美馬牛北１丁目３–18 美馬牛第１～３町内

新　　　星 鈴木　正明 新星第５ 新星第１～５、妙見、常盤、みどりヶ丘

三　　　愛 松田　雅映 みどり 瑛進、福富憩、大曲、みどり

福　　　富 村上　雅紀 福富間宮 福美沢、間宮、豊栄

水　　　沢 薦田　哲雄 水沢新生 水上、水沢新生、水沢、清水ヶ丘、春日台

原　　　野 髙瀬　　悟 東町４丁目３–25 原野１・３・４線

美　　　沢 小原　和彦 美沢共生 美瑛共和、美沢共生、新生、共立、中央、希望、早崎、美生、川向

白　　　金 西海　正博 白金 白金

藤　　　野 堀内　豊幸 藤野第２ 藤野第１、東和、協成、原野５線

新　区　画 森平　敏文 新区画向上 新区画、新区画向上

置　杵　牛 前田　和寛 置杵牛中央 置杵牛下精美、上精美、中央、協英

明　　　治 田原　勝彦 明治 大三、明治、沼崎

下 宇 莫 別 山崎　智明 下宇莫別第１ 下宇莫別第１～３、朝日、第５

中 宇 莫 別 中村広一郎 赤羽 中宇莫別、赤羽

上 宇 莫 別 武良　芳勝 上宇莫別拓殖 上宇莫別

横　　　牛 喜多　順一 横牛第２ 横牛

朗　根　内 舟木　　健 朗根内 朗根内

俵　真　布 宮﨑　義松 俵真布第３ 俵真布

北　　　区 京屋　孝治 北町１丁目 15‐５ 扇町、大町、北町、花園第１

西　　　区 大庭　隆夫 憩町２丁目３‐５ 花園Ｃ、憩町第１、憩、憩が丘

中 央 １ 区 木村　博久 栄町２丁目３‐34 西町１～４丁目、栄町１～４丁目

中 央 ２ 区 稲邊　俊一 中町４丁目５‐21 本町１～４丁目、中町１～４丁目

東　　　区 今野　敬二 東町２丁目３‐２ 旭町第１・２、旭町白樺、錦町、東町第１・２、中央

南　　　区 桑谷　　覚 南町１丁目１‐１ 幸町第１・２、寿町第１・２、南町第１～３、丸山

地域の暮らしと町のさまざまな業務を結ぶ

大切な役割を担います。

皆さんよろしくお願いします。（敬称略）

　

期
間
中
に
「
美
瑛
小
麦
応
援
店
舗
」
で

５
０
０
円
以
上
利
用
す
る
と
、
ス
タ
ン
プ

が
１
つ
も
ら
え
ま
す
。
集
め
た
ス
タ
ン
プ

数
に
応
じ
て
抽
選
で
Be
コ
イ
ン
が
当
た
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
美
瑛
小
麦
推

進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

美
瑛
小
麦
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

開
催
期
間

４
月
29
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
月
）

　

美
瑛
小
麦
推
進
協
議
会
で
は
、
美
瑛
小

麦
の
美
味
し
さ
や
農
業
景
観
な
ど
の
魅
力

を
発
信
し
、
オ
ー
ル
美
瑛
で
美
瑛
小
麦
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

美
瑛
小
麦
を
食
べ
よ
う
！

問
合
せ
／
農
林
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
☎
92
‐
４
３
９
１

この認定証が目印！！

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
帳
は
各
応
援
店
舗
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

　

参
加
く
だ
さ
い
。

第２弾
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６
日  

美
瑛
町
農
業
協
同
組
合
総
代
会

８
日　

美
瑛
高
校
入
学
式

10
日　

南
富
良
野
町
長
選
挙

18
日　

大
雪
山
国
立
公
園
天
人
峡
温
泉

　
　
　

地
区
魅
力
向
上
検
討
会
（
東
京
都
）

21
日　

上
川
町
村
会
臨
時
総
会
、
北
海
道
町

　
　
　

 

村
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
、　

　
　
　

北
海
道
町
村
会
定
期
総
会
（
札
幌
市
）       

26
日　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
総
会

　
　
　

観
光
基
本
条
例
検
討
委
員
会

　　　　

27
日　

名
誉
町
民
認
証
式

28
日　

美
瑛
町
議
会
第
３
回
臨
時
会

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
渡
り
の
季
節
で
す
。

「
ク
ォ
ー
、
ク
ォ
ー
」
と
大
き
な
声
が
響

く
と
、
遠
く
か
ら
Ⅴ
字
編
隊
が
ぐ
ん
ぐ
ん

近
づ
き
、
優
雅
に
頭
上
を
北
へ
飛
ん
で
い

く
。
こ
の
光
景
が
大
好
き
で
す
。

　
美
瑛
に
来
る
ま
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
年
々
、
飛

来
が
増
え
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
作
業
を
し
て
い
る
時
期
な
の

で
、
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
た
び
に
ハ
ウ
ス

を
飛
び
出
し
、空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
声
は
き
っ
と
、
励
ま
し
あ
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
帰
っ
て
い
く
よ
う
に
、

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。
役
場

で
も
定
年
退
職
、
都
合
退
職
の
皆
さ
ん
が

職
場
を
去
り
ま
し
た
。
寂
し
さ
で
い
っ
ぱ

い
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー

ト
に
声
援
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
規
採
用
職
員
13
人
が
仲
間

に
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
（
18
面
に
紹

介
）。

　
今
年
は
新
卒
採
用
を
は
じ
め
、
社
会
人

枠
と
有
資
格
枠
で
も
採
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、
年
齢
も
経
歴
も
多
様
な
方
々
が
集

ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
い
志
を
持
っ
て

い
る
方
ば
か
り
で
す
の
で
、
能
力
に
磨
き

を
か
け
、
町
民
の
幸
せ
の
た
め
に
尽
く
し

て
も
ら
う
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
辞
令
交
付
式
や
入
学
式
な

ど
で
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多

く
、「
い
ま
に
安
住
せ
ず
に
、
変
化
し
つ

づ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と

を
よ
く
話
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分

の
体
験
で
も
あ
り
、
ま
た
、
自
分
に
投
げ

か
け
て
い
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

　
40
歳
、
50
歳
に
な
っ
て
も
日
々
学
ぶ
機

会
は
多
く
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
性
格
や

行
動
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
方
は
次
々
と
殻

を
破
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
か
く
い
う
自
分
も
そ
う
。
最
近
も
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
方
か
ら
「
決
断
が
遅
い
」

と
か
「
厳
し
さ
を
出
せ
」
な
ど
と
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
忠
告

を
糧
に
、
一
皮
む
け
る
よ
う
自
分
を
奮
い

立
た
せ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
Ⅴ
字
編
隊

す
る
の
は
、
前
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
羽
ば
た

き
で
生
ま
れ
た
上
昇
気
流
を
利
用
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
て
飛
ん
で
い
る
か
ら

だ
そ
う
で
す
。
風
圧
を
受
け
る
先
頭
は
交

代
制
だ
と
か
。
３
０
０
０
㎞
を
超
え
る
長

い
旅
。
み
ん
な
で
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば

成
功
し
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
人
と
人
の
つ
な
が
り
も
同
じ
。
個
人
が

能
力
を
発
揮
し
、
良
い
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が

で
き
れ
ば
い
い
な
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、

春
霞
の
空
を
見
上
げ
て
い
ま
す
。

令和４年３月分交際費支出状況

町　長
コラム
vol.34

美瑛町長

角和　浩幸

４
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

３月の支出はありませんでした。

　私、角和浩幸へ町ホームページから直

接メッセージを送ることができます。

　皆さまからのご意見をお待ちしていま

す。

憩
ヶ
森
公
園
の
遊
具
広
場
を

　
　 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

令
和
元
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た

遊
具
広
場
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。　

　

憩
ヶ
森
公
園
の
特
色
で
も
あ
る
、
起
伏

の
あ
る
地
形
を
生
か
し
、
長
大
な
す
べ
り

台
や
ロ
ー
プ
遊
具
な
ど
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
本
庭
園
付
近
と

展
望
台
付
近
の
２
カ
所
に
あ
っ
た
遊
具
広

場
を
、
遊
び
や
す
さ
や
保
護
者
の
方
の
見

守
り
の
し
や
す
さ
な
ど
を
考
慮
し
、
展
望

台
付
近
に
集
約
し
ま
し
た
。

※
遊
具
で
間
違
っ
た
遊
び
方
を
す
る
と
大

　

変
危
険
で
す
。
案
内
図
や
遊
び
場
ル
ー

　

ル
を
確
認
し
、
皆
さ
ん
が
安
全
に
楽
し

　

め
る
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
利
用
を

　

お
願
い
し
ま
す
。
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問
合
せ
／
建
設
水
道
課
都
市
施
設
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
92
‐
４
４
５
７



令和４年度大雪地区広域連合予算

会計区分 予算額 前年対比 美瑛町負担額

一 般 会 計 14 億 239 万円 100.6% 　3,364 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 33 億 7,413 万円 100.4% ２億 490 万円

国 民 健 康 保
険 特 別 会 計

37 億 6,365 万円 99.8% １億 721 万円

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計

９億 3,460 万円 104.2% ２億 2,087 万円

合　計 94 億 7,477 万円 100.6% ５億 6,662 万円

【資料】厚生労働省「令和２年人口動態統計」

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防
に
重

点
を
お
い
た
予
防
活
動
で
す
。

　

日
本
人
の
死
因
は
半
数
以
上
が
生
活
習

慣
病
で
す
（
左
図
参
照
）
が
、
特
定
健
診

は
、
そ
の
う
ち
約
半
数
に
あ
た
る
動
脈
硬

化
性
疾
患
（
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
腎

不
全
）
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
予
算
が
決
定
し
ま
し
た

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
ご
案
内

　

令
和
４
年
第
１
回
大
雪
地
区
広
域
連
合

議
会
が
３
月
23
日
に
美
瑛
町
議
会
議
場
で

開
か
れ
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
と
介
護

保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
３
特
別
会
計
の
４
会
計
に
つ
い
て
、

予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
／
大
雪
地
区
広
域
連
合
国
民
健
康
保
険
対
策
室
　
☎
82-

３
６
９
７

　
　
　
　
美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
92-

７
０
０
０

　

大
雪
地
区
広
域
連
合
で
は
、
基
本
的
な

健
診
項
目
に
加
え
て
心
電
図
検
査
・
貧
血

検
査
・
腎
機
能
検
査
な
ど
を
独
自
に
追
加

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
検
査
を
す
る
こ
と

で
腎
疾
患
や
心
疾
患
な
ど
の
病
気
と
そ
の

予
備
群
の
方
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
年
齢
も
国
の
基
準
で
あ
る

40
歳
以
上
か
ら
30
歳
以
上
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

30
歳
の
誕
生
日
か
ら
受
診
で
き
ま
す
の

で
、
年
に
１
回
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

健
診
の
受
診
方
法

　

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
４
月
下
旬
に

受
診
券
（
本
年
度
は
水
色
）
を
お
送
り
し

ま
す
。

　

受
診
券
に
同
封
の
実
施
医
療
機
関
リ
ス

ト
を
確
認
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／

　

（
集
団
健
診
）
美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

（
個
別
健
診
）
医
療
機
関

健
診
費
用
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
特
定
健
診
受
診
券
、
国
民
健
康

　

保
険
証

受
診
の
ポ
イ
ン
ト
と
健
診
結
果

その他新型コロナ
ウイルス
感染症

自殺

不慮の事故 肺炎

老衰

腎不全 糖尿病 高血圧性疾患

脳血管
疾患

心疾患

悪性新生物

（　　が生活習慣病）

　死亡総数に占める生活習慣病の割合

－12 －

・
健
診
結
果
の
経
年
変
化
を
把
握
す
る
た

め
に
、
毎
年
必
ず
受
診
し
、
結
果
は
保  

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
職
場
な
ど
で
特
定
健
診
と
同
様
の
健
診

を
受
け
て
い
る
方
は
、
特
定
健
診
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
美
瑛
町

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
健
診
結
果
の
写
し
の

提
供
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
町
内
の
医
療
機
関
に
定
期
的
に
通
院
さ

れ
て
い
る
方
は
、
特
定
健
診
の
必
須
項

目
に
合
致
し
て
い
る
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば

そ
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
不
足
分
の
検

査
を
追
加
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
特
定
健
診
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
追
加
検
査
分
の
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

・
国
保
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
ま
た
は
職
場
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。



KU
健診
　受けよう

　

地
区
担
当
保
健
師
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
の
方
ま
で
、
地
域
の
方
の
生
活
を

理
解
し
、
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
専
門
職
で
す
。
管
理
栄
養
士
と
共

に
、
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
の
様
子
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
家
族
、
地
域
の
生
活

実
態
や
特
徴
を
把
握
し
、
健
診
な
ど
の

デ
ー
タ
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
、
健
康

相
談
や
予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
新
し
い
地
区
担
当
が
決
ま
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い

た
だ
き
、
お
気
軽
に
地
区
担
当
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　　　  ３月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　３人
一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  10人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

776人

合計（延べ人数）

令
和
４
年
度
の
地
区
担
当
を
紹
介
し

ま
す

令和４年度地区担当保健師・栄養士

地　区

美沢、白金、俵真

布、朗根内、横牛

美馬牛、美馬牛市

街地、新星、拓進、

藤野、原野、新区

画、置杵牛、明治、

大三、沼崎

美田、夕張、五稜、

美園、みどり、福富、

大曲、豊栄、下宇莫

別、赤羽、中宇莫別、

上宇莫別

旭、北瑛、大村、

二股、瑠辺蘂、水

上、水沢

幸町、寿町
栄町、西町

錦町、旭町
扇町、北町、憩町、
憩が丘、東町、丸山、
大町

本町、中町
南町、花園

主担当
保健師

鈴木 白間 広瀬 恩田

副担当
保健師

土井・夏伐 庄司・藤井 夏伐 土井・藤井

管理
栄養士

（全地区担当）

惣万 渡邉

鎌田

補
聴
器
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　

加
齢
な
ど
に
よ
る
軽
度
の
難
聴
で
補
聴

器
を
購
入
す
る
方
を
対
象
に
購
入
費
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
／
70
歳
以
上
の
方
で
次
の
①
～
③
の

　

す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
耳
鼻
科
専
門
医
か
ら
補
聴
器
の
必
要
性

　

を
認
め
る
旨
の
意
見
書
を
得
る
こ
と
が

　

で
き
る
方
（
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ

　

ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
の
方
な
ど
）

②
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
方

③
聴
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
を

　

交
付
さ
れ
て
い
な
い
方

助
成
額
／
補
聴
器
本
体
お
よ
び
付
属
品
の

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１

　
　

（
片
耳
上
限
２
５
０
０
０
円
）

　

※
診
察
料
、
意
見
書
料
な
ど
の
購
入
の

　
　

た
め
に
要
し
た
費
用
は
対
象
外

▼
申
請
の
手
続
き

　

補
聴
器
を
購
入
す
る
前
に
次
の
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
、
医
師
意
見
書
（
様
式
は
保
健

　

福
祉
課
４
番
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

　

す
。
）

・
補
聴
器
の
見
積
書

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
地
域
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
92
‐
４
２
４
８

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問合せ

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

補
聴
器
を
買
う
前
に

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
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今
月
の
特
集
展
示

 

　
「
写
真
集
を
手
に
と
っ
て
」

　
最
近
は
、
紙
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
よ

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
で
写
真
を
見
る
機
会
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
写
真
集
に
は

作
り
手
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
そ

の
表
現
方
法
は
、
写
真
の
順
番
や
色
彩
、

紙
質
な
ど
写
真
家
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
図
書
館
で
直
接
手
に
と
っ
て
、

一
冊
の
写
真
集
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
想

像
す
る
時
間
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。 図

書
館
だ
よ
り

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
始
め

ま
し
た
。

　
電
　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

地
域
の
防
災
活
動
を
支
援
し
ま
す

ちょこっと

防　　災

自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い
な
い
行
政

区
や
町
内
会
に
も
支
援
し
ま
す

◇
小
学
生
向
け

   

日
時
／
５
月
７
日
（
土
）

　

   

午
後
１
時
30
分
～
２
時

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

　

日
時
／
５
月
21
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
防
災
活
動
に
対
す

る
支
援
は
、
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
た

地
域
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、
令
和
４
年

度
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
て
い

な
い
行
政
区
や
町
内
会
で
実
施
し
た
防
災

活
動
も
支
援
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
気
遣
い
と
余
計
な
お
世
話
、
そ
の
線
引

き
は
難
し
い
で
す
ね
。
あ
る
程
度
の
年
齢

に
な
る
と
、
間
違
え
て
い
て
も
周
囲
か
ら

「
そ
の
気
遣
い
、

　

 
  

む
し
ろ
無
礼
に
な
っ
て
ま
す
！
」

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
／
刊

注
意
し
て
も
ら
え
な
い
・
・
・
な
ん
て
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
分
が「
気
遣
い
」

だ
と
思
っ
て
い
る
そ
の
行
為
、
も
し
か
し

て
マ
ナ
ー
違
反
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

「
謝
り
す
ぎ
」「
お
礼
の
い
い
す
ぎ
」
「
や

っ
て
あ
げ
す
ぎ
」。
誰
で
も
身
に
覚
え
が

あ
る
よ
う
な
事
例
を
あ
げ
、
適
切
な
対
応

が
レ
ク
チ
ャ
ー
さ
れ
て
い
る
本
書
。

　

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
「
大
人
の
気
遣
い
」

を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

事業 補助対象経費
補助金額 補助

上限額・回数自主防災組織 自主防災組織未設置地域

防災研修会
実施事業 ・講師招へいに要する謝金、旅費

・消耗品代（紙代など）

・賄費（弁当代、材料代など） 全額助成

※賄費は補助対象

　経費の２分の１

　以内

補助対象経費の

２分の１以内

補助上限額

 10 万円／年

補助回数

補助上限額を    
超えない範囲
で複数回可能

防災訓練
実施事業

地域調査
実施事業

・消耗品代（紙代など）

・調査員謝礼（千円以内／日）

防災啓発
活動事業

・消耗品代（紙代など）

・啓発資料の印刷費、郵送料など

◇　補助額の合計が 10 万円を超えない範囲で複数の事業に対して補助可能

防
災
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
に

　

行
政
区
や
町
内
会
の
役
員
会
な
ど
の
集

ま
り
の
時
に
、
「
防
災
」
も
テ
ー
マ
に
加

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

「
防
災
」
に
つ
い
て
何
を
話
し
合
え
ば

よ
い
か
、
何
に
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
分

か
ら
な
い
。
そ
ん
な
時
は
、
お
気
軽
に
総

務
課
危
機
対
策
室
（
☎
92-

４
３
１
６
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
で
し
た
。

New

防災ガイドブックも
詳しく説明します！
声をかけていただけ
れば、町内会の役員
会などに出向きます。総

務
課
危
機
対
策
室　

大
畑
係
長
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
北
海
道
を
検
索
す

る
と
、
丘
や
花
畑
、
農
場
の
写
真
が
た
く

さ
ん
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
多
く
の

人
が
北
海
道
に
持
つ
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
十
勝
岳

ジ
オ
パ
ー
ク
の
主
要
な
見
ど
こ
ろ
で
あ
る

「
波
状
丘
陵（
は
じ
ょ
う
き
ゅ
う
り
ょ
う
）」

そ
の
も
の
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
波
状
丘
陵
が
ど
う
や
っ
て

で
き
た
の
か
、
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

　

波
状
丘
陵
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
地
層

は
、
火
山
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
堆
積
物
で

す
。
噴
火
に
よ
っ
て
、
平
ら
に
た
ま
っ
た

堆
積
物
は
長
い
年
月
の
な
か
で
地
面
が

凍
っ
た
り
溶
け
た
り
を
何
度
も
繰
り
返
し

た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
な
だ
ら
か
な
地
形

に
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
確
か
な
証
拠
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
は
今
年
の
１
月

に
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
研
究
お
よ
び
教
育
の
促
進
は
ジ
オ

丘
は
ど
う
や
っ
て
で
き
た
？

　　　　　　　　　美瑛中学校旧校舎（昭和34年撮影）

写真でタイムスリップ
十勝岳火山活動札幌管区気象台発表

　昭和22年５月、美瑛第一中学校が現在の西町

３丁目に開校しました。校舎は旧陸軍の兵舎を

改造して作られ、その後数回にわたって校舎増

築が行われました。昭和27年４月に美瑛第一中

学校は美瑛中学校に改称されました。写真の旧

校舎は、昭和51年４月に新校舎が落成されるま

で約30年使用されました。この時、美瑛・美沢・

置杵牛・宇莫別・美田の５校を統合した新たな

美瑛中学校として開校しています。

丘のまち郷土学館「美宙」では、昔の写真を探しています。

お持ちの方はぜひご連絡ください。（☎74-6116）

美瑛中学校

　  懐かしのびえい

　監視カメラによる観測では、62-２火口の

噴煙の高さは概ね火口縁上500ｍ以下、大正

火口の噴煙の高さは200ｍ以下、振子沢噴気

孔群の噴気の高さは火口縁上100ｍ未満で経

過しました。なお、火山性微動は確認され

ていません。

　十勝岳では、火山活動の活発化を示す現

象が観測されていますので、今後の活動推

移には注意が必要です。

　

　噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）の予報事項に変更はあり

ません。

３月の火山活動

問合せ／
札幌管区気象台
☎011-611-6127

パ
ー
ク
の
大
切
な
活
動
で
す
。
今
後
、
大

学
や
研
究
機
関
と
連
携
し
て
、
十
勝
岳
ジ

オ
パ
ー
ク
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
の
解
明
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
地
域

の
宝
と
も
い
え
る
「
丘
」
に
ま
つ
わ
る
「
な

ぞ
」
を
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
解
き
明
か
し

て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

（
中
村
専
門
員
）

着
任
の
挨
拶

　

４
月
１
日
に
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

に
事
務
局
員
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
管
野 

航
（
か
ん
の　

こ
う
）
で
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
美
瑛
町
・

上
富
良
野
町
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

　３月 27 日、上富良野町で「第３回ＫーＳＰＯ

ＲＴＳ杯　富良野地区小学生バレーボール新人戦

大会」が開催され、美瑛スーパーファイターズが

優勝しました。

　キャプテンの打田結愛さんは「厳しい練習を続

けてきたので、自信を持って試合に臨めました。

次の大会でも、チームの持ち味の笑顔と明るさで

優勝したい」と今後の抱負を話してくれました。

　今後も、さらなる活躍が期待されます。

練習の成果を見事発揮

春を告げる風物詩

災害に備える

　３月 25 日、北海道電力㈱、北海道電力ネット

ワーク㈱、美瑛町が「大規模災害時における相互

協力に関する基本協定」を締結しました。

　この協定は、災害による停電発生時に、素早く

情報共有を行い、停電復旧作業の支障となる倒木、

土砂の撤去などを相互協力することで、停電復旧

の迅速化を図ることを目的としています。

　今後も、いつ起こるかわからない災害に備え、

万全の体制を整えていきます。

　４月５日、明徳小学校で子どもたちの健やかな

成長を願い、鯉のぼりが揚げられました。

　今年は、開校 122 年にちなんだ 122 匹の鯉のぼ

りを新入生３人を含む全校児童 16 人、保護者や

地域の方たちが協力し合いワイヤーに取り付けて

いきました。

　雲一つない空に、鯉のぼりが舞い上がると、参

加した皆さんから大きな歓声が上がっていました。

　

牛乳のピンチを救いたい

　美瑛町農民連盟の呼びかけに賛同した町内の飲

食店 12 軒で、４月６日から「牛乳消費拡大キャ

ンペーン」が行われています。

　このキャンペーンは、コロナ禍で大量廃棄の危

機にある牛乳の消費拡大を目的に、店舗で食事し

た方へ牛乳１杯を無料サービスするものです。

　農民連盟の村上委員長は「このキャンペーンで

美瑛牛乳のおいしさを知ってもらい、消費拡大に

繋がれば嬉しいです」と話されました。キャンペー

ンは５月上旬まで実施される予定です。
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ウクライナの復興を願って

　４月 13 日、美瑛町商工会女性部から、戦禍に

見舞われているウクライナを支援するため、日本

赤十字社美瑛分区に寄付をいただきました。

　商工会女性部の永野部長は「現地の映像を見て

何か行動を起こしたかった。小さな動きかもしれ

ないけど少しでも力になれたら」と思いを語り、

町長へ寄付金を手渡しました。

　この寄付金は、日本赤十字社を通じてウクライ

ナの人々の救援に役立てられます。

南　正剛さん

大切に使わせていただきます

　４月６日、㈱丸善建設（富塚幸一代表取締役社

長）から、町立病院に入院患者用のオーバーテー

ブル３台が寄贈されました。

　オーバーテーブルは、入院患者がベットでの食

事やオンラインでの面会の際に使用しています

が、今まで院内で使用していたものは老朽化して

いたため、新しいテーブルでより快適な入院生活

を過ごしていただくことができます。

　毎年、町立病院に寄贈いただきありがとうござ

います。

　

南
さ
ん
は
１
９
８
３
年
、
町
内
白
金

に
「
皆
空
窯
」
を
開
設
し
、
活
躍
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
厳
冬
期
に
釉
薬
中

の
水
分
が
凍
る
こ
と
で
で
き
る
文
様
を

焼
き
付
け
た
「
氷
裂
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

２
０
１
５
、
２
０
１
７
年
の
日
展
特
選
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

国
内
有
数
の
歴
史
と
権
威
を
有
す
る
日

展
会
員
に
な
る
に
は
、
特
選
受
賞
２
回
と

日
展
審
査
員
の
経
験
が
必
要
で
、
南
さ
ん

は
昨
年
に
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ば
か
り
。

「
運
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
」
と
は
に
か
む

南
さ
ん
で
す
が
、
北
海
道
独
特
の
厳
し
い

環
境
を
芸
術
に
昇
華
し
た
「
氷
裂
」
は
高

い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

陶
芸
の
分
野
で

北
海
道
初
の
日
展
会
員
に

Introducing the people of Biei 

のまちで輝く丘
４
月
に
日
本
最
大
の
総
合
美
術
展
覧
会
「
日
展
」
の
会
員
に
選
ば
れ
た
、

美
瑛
町
在
住
の
陶
芸
家
南
正
剛
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

北
海
道
の
自
然
を
生
か
し
た
陶
芸
の
広

が
り
に
尽
く
し
て
い
き
た
い

　

日
展
の
工
芸
美
術
部
門
の
会
員
は
全
国

で
１
２
０
人
（
４
月
１
日
現
在
）。
北
海

道
を
代
表
す
る
陶
芸
家
と
な
っ
た
南
さ
ん

は
「
作
家
と
し
て
作
品
を
制
作
し
て
い
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
北
海
道
の
陶
芸
界
の

広
が
り
や
次
の
世
代
を
育
て
て
い
く
こ
と

も
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
表
情
を
引

き
締
め
、「
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
続
け
、
美
瑛
の
文
化
を
育
ん
で
い
き

た
い
」と
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
い
ま
す
。

　

南
さ
ん
が
始
め
た
「
こ
ど
も
陶
芸
展
in

び
え
い
」
は
今
年
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

子
供
や
観
光
客
が
作
っ
た
陶
器
を
１
・
５

メ
ー
ト
ル
の
ポ
ー
ル
に
組
み
立
て
る
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ツ
リ
ー
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
町
内
の
文
化
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
南
さ
ん

の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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新規採用職員を紹介します

住民生活課　

山内　聖也（室蘭市出身）

建設水道課水道整備室　

川東　綾香（旭川市出身）

保健福祉課

大髙　朱生（富良野市出身）

教育委員会管理課　

佐藤　紋香（帯広市出身）

税務課

大槻　健介（旭川市出身）

子ども支援センター　

名波　星来美（上士幌町出身）

保健福祉課　

佐藤　友美（旭川市出身）

まちづくり推進課　

石田　七瀬（旭川市出身）

美瑛消防署　

森田　留唯（中富良野町出身）

農林課

藤原　凜（東神楽町出身）

美瑛消防署　

菅原　哉太（旭川市出身）

町立病院（看護師）　

大谷　幸樹（旭川市出身）

商工観光交流課　

二木　大地（札幌市出身）

今年、美瑛町職員として仲間入りした 13 人の新入職員。これから多くの

知識と経験を積み重ねながら、町の発展のために尽力していきます。
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

 

【
家
族
世
帯
向
け
】

町
営
旭
一
般
住
宅
４
号
室　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　

月
額　

２
０
０
０
０
円

※
家
族
世
帯
優
先
で
す
が
単
身
の
方
も
申

　

し
込
み
可
能
で
す
。

北
町
団
地
１
号
棟
１
０
３
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

２
４
０
０
０
～
３
５
７
０
０
円

東
町
第
２
団
地
７
９
７
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

２
２
７
０
０
～
３
３
８
０
０
円

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
６
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
５
月
２
日
（
月
）
～
20
日（
金
）

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
４
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
５
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

保
健
・
福
祉
・
医
療

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４

「
普
及
職
員
（
農
業
）
」
の
受
験

者
募
集
に
つ
い
て

北
海
道
農
政
部
生
産
振
興
局

　
　

 

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
３
７
９　

　

農
業
経
営
な
ど
の
技
術
や
知
識
を
農
業

者
に
普
及
指
導
す
る
普
及
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
、

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

住
民
生
活
や
保
健
福
祉
施
設
の
運
営
に

関
す
る
こ
と
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

開
催
回
数
／
年
３
回
程
度

対
象
／
町
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

委
嘱
人
数
／
３
人
程
度

任
期
／
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

報
酬
／
若
干
の
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
／
５
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
保

　

健
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

①
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
１
４
１

②
保
健
福
祉
課
社
会
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
４
５　

①
町
民
セ
ン
タ
ー

職
種
／
事
務
補
助
員

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
）

勤
務
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容
／
事
務
補
助
な
ど

雇
用
期
間
／
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

賃
金
／
日
給　

６
６
１
９
円
（
条
例
に
基

　

づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

　

い
じ
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
で
お
困

り
の
方
を
対
象
に
無
料
の
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

日
時
／
６
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
～
正
午

会
場
／
役
場
１
階
第
２
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

会
議
の
委
員
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
４
５

日
時
／
５
月
９
日
（
月
）

・
役
場
前
／
午
前
９
時
30
分
～
正
午

・
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
前
／
午
後
１
時
30

　

分
～
４
時
30
分
ま
で

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

移
動
献
血
車
巡
回
の
お
知
ら
せ

応
募
方
法
／
５
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
履

　

歴
書
を
町
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

①
保
健
福
祉
課
社
会
係

職
種
／
事
務
補
助
員

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

業
務
内
容
／
事
務
補
助
な
ど

雇
用
期
間
／
令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

賃
金
／
日
給　

６
６
１
９
円
（
条
例
に
基

　

づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

応
募
方
法
／
５
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
履

　

歴
書
を
保
健
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

－19  －



ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ
ン
日
に

つ
い
て

町
民
セ
ン
タ
ー

☎
92-

４
１
４
１　

▼
新
区
画
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

オ
ー
プ
ン
予
定
日
／
４
月
30
日
（
土
）

                         

定
休
日
　
毎
週
金
曜
日

▼
み
ど
り
橋
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

オ
ー
プ
ン
予
定
日
／
５
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

定
休
日　

毎
週
月
曜
日

▼
ビ
ル
ケ
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

オ
ー
プ
ン
予
定
日
／
５
月
14
日
（
土
）

※
雪
解
け
の
状
況
な
ど
に
よ
り
オ
ー
プ
ン

　

日
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
丸
山
橋
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
定
休
日　

　

毎
週
水
曜
日
）
は
４
月
23
日(

土
）
に

　

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
予
定
日

シ
ー
ズ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す

　
町
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
シ
ー
ズ
ン
券
は
毎
年
更
新
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
度
の
シ
ー
ズ
ン
券
は
利
用
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

－20 －

町
立
病
院
の
受
付
お
よ
び
診
療
時
間

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

●
受
付
時
間

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み（
午
後
４
時
ま
で
）

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
午
前
の
み

●
診
療
時
間

　

午
前
／
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
／
１
時
～
５
時

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
み

暮らしのお知らせ

　
生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
５
月
18
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

文
　
化

▼
天
文
台
の
延
長
公
開
日

日
時
／
５
月
３
日
（
火
）、
４
日
（
水
）
、

　

28
日
（
土
）   

午
後
９
時
ま
で

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

※
５
月
28
日
（
土
）
が
悪
天
候
の
場
合
は
、

　

29
日
（
日
）
に
順
延
し
ま
す
。

▼
美
瑛
学
講
座
「
宇
宙
と
音
楽
の
不
思
議
」

　

参
加
者
募
集

内
容
／
佐
治
晴
夫
天
文
台
長
が
、
宇
宙
と

　

音
楽
と
の
不
思
議
な
繋
が
り
に
つ
い
て

　

話
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
15
日
（
日
）

      

午
前
10
時
30
分
～
12
時

参
加
料
／
無
料

定
員
／
高
校
生
以
上
15
人

申
込
み
／
５
月
８
日
（
日
）
ま
で
に
電
話

　

ま
た
は
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申
し
込
み 

  

く
だ
さ
い
。

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

　
　
　
　
　
　

 

☎
74-

６
１
１
６

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

５
６
７
７

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
す
き
っ
ぷ
」
を

利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
個
性

豊
か
な
図
画
工
作
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

期
間
／
５
月
17
日
（
火
）　

～
29
日
（
日
）

す
き
っ
ぷ
作
品
展
２
０
２
２

　

内
科
外
来
は
、
月
・
金
曜
日
の
午
後
休

診
で
す
。



　
　
　

そ
の
他

ピ
ザ
窯
、
厨
房
機
器
を
払
い
下

げ
ま
す

　

ピ
ザ
窯
、
厨
房
機
器
を
町
民
の
方
へ
見

積
合
わ
せ
に
よ
り
払
い
下
げ
ま
す
。

商
工
観
光
交
流
課
商
工
・
労
働
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
２
１

　

閲
覧
の
請
求
お
よ
び
申
し
出
を
公
表
し

ま
す
。

期
間
／
令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
４
年

　

３
月
31
日

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

☎
92-

４
２
９
５　

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
の
公
表

①
申
出
者
の
氏
名
／
昇
寿
チ
ャ
ー
ト
株
式

　
　

会
社

　

利
用
目
的
の
概
要
／
令
和
３
年
度
道
民

　
　

意
識
調
査
実
施
の
た
め

　

閲
覧
年
月
日
／
令
和
３
年
７
月
30
日

　

住
民
の
範
囲
／
栄
町
３
丁
目

②
申
出
者
の
氏
名
／
自
衛
隊
旭
川
地
方
協

　
　

力
本
部

　

利
用
目
的
の
概
要
／
陸
上
自
衛
隊
高
等

　
　

工
科
学
校
の
生
徒
に
関
す
る
募
集
事 

  
  

務
の
た
め

　

閲
覧
年
月
日
／
令
和
３
年
10
月
18
日

　

住
民
の
範
囲
／
町
内
全
域

③
申
出
者
の
氏
名
／
一
般
社
団
法
人
新
情

　
　

報
セ
ン
タ
ー

　

利
用
目
的
の
概
要
／
令
和
３
年
度
消
費

　
　

者
意
識
基
本
調
査
実
施
の
た
め

　

閲
覧
年
月
日
／
令
和
３
年
10
月
20
日

　

住
民
の
範
囲
／
幸
町
２
・
３
・
４
丁
目

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

１
２
５
１

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　

親
子
で
一
緒
に
制

作
し
た
こ
い
の
ぼ
り

と
、
子
ど
も
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
親
子
の

遊
び
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
30
日
（
土
）
～
５
月
29
日
（
日
）

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
「
親
子
製
作
」

作
品
展

不
要
に
な
っ
た
家
電
・
古
着
な
ど

の
臨
時
回
収
を
行
い
ま
す

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

☎
92-

４
２
９
４　

日
時
／
５
月
22
日
（
日
）　

午
前
９
時
～

　
　
　

正
午

場
所
／
役
場
正
面
駐
車
場

▼
無
料
で
回
収
で
き
る
も
の

・
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
毛
布
、
タ
オ
ル
、
セ
ー
タ
ー
、

　

革
製
品
、
Ｇ
パ
ン
な
ど

・
掃
除
機
、
扇
風
機
、
電
話
機
な
ど
電
源

　

コ
ン
セ
ン
ト
が
付
い
て
い
る
家
庭
用
電

　

化
製
品
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
、
ノ
ー
ト
パ

　

ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど

※
家
電
を
出
す
と
き
の
注
意

　

・
乾
電
池
を
必
ず
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
箱
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
処
理
費
用
が
か
か
る
も
の

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製
品
（
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
）、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
モ
ニ
タ
ー
、
液
晶
モ

ニ
タ
ー
と
一
体
型
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど

▼
回
収
で
き
な
い
も
の

・
布
団
、
枕
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
マ
ッ
ト
類
、

　

ぬ
い
ぐ
る
み
、
カ
ー
テ
ン
、
靴
類
、
汚

　

れ
の
ひ
ど
い
衣
類

・
業
務
用
の
機
器
、
破
損
の
著
し
い
家
電

　

製
品

品
目
・
最
低
見
積
金
額
／

①
Ｖ
Ａ
Ｌ
О
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｉ
社
製
ピ
ザ
窯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
７
０
０
０
円

②
フ
ジ
マ
ッ
ク
製
電
磁
フ
ラ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
０
円

③
フ
ジ
マ
ッ
ク
製
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
付
ガ
ス

　

コ
ン
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
０
０
円

④
サ
ン
ヨ
ー
製
製
氷
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
０
０
０
円

⑤
フ
ジ
マ
ッ
ク
製
二
槽
シ
ン
ク
付
き
調
理
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

見
積
合
わ
せ
日
時
／

　

５
月
24
日
（
火
）
午
前
９
時

見
積
合
わ
せ
会
場
／

　

役
場
１
階
第
１
会
議
室

引
き
渡
し
／
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、

　

決
定
者
に
保
管
場
所
か
ら
搬
出
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
／
す
べ
て
の
機
器
の
動
作
は
未
確

　

認
で
清
掃
が
必
要
で
す
。

※
見
積
合
わ
せ
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に 

　

町
指
定
の
見
積
書
な
ど
を
商
工
観
光
交

　

流
課
で
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
載

　

し
て
当
日
会
場
に
持
参
く
だ
さ
い
。　
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暮らしのお知らせ

　
学
生
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生

▼
承
認
期
間

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

▼
申
請
方
法

　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
、
在
学
す
る
学
校
名
と
在
学
期
間
が
確

認
で
き
る
書
類
（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
）
を
持
参
の
上
、
旭
川
年
金

事
務
所
ま
た
は
役
場
１
階
①
番
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　国

民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
５

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の

ご
案
内

　

年
に
１
回
の
法
定
検
査
を
行
う
こ
と

で
、
日
常
の
維
持
管
理
が
適
正
か
、
浄
化

槽
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
、

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

建
設
水
道
課
建
築
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
４
６
０

　

情
報
公
開
請
求
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

期
間
／
令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
４
年

　

３
月
31
日　

・
美
瑛
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い
た
開

　

示
件
数　

５
件

・
美
瑛
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
い

　

た
開
示
件
数　

０
件

総
務
課
情
報
管
理
係

☎
92-

４
３
４
５　

情
報
公
開
請
求
状
況
の
公
表

▼
法
定
検
査
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

▼
定
期
的
な
保
守
点
検
と
清
掃
を
実
施
し

　

ま
し
ょ
う

　

装
置
の
点
検
や
補
修
、
消
毒
薬
の
補
充

の
ほ
か
、
浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の

く
み
取
り
や
装
置
の
洗
浄
な
ど
は
、
専
門

業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

▼
使
用
す
る
際
は
次
の
点
に
注
意
し
ま

　

し
ょ
う

・
台
所
で
使
っ
た
油
、
野
菜
く
ず
な
ど
は

　

流
さ
な
い
。

・
洗
濯
洗
剤
、
ト
イ
レ
洗
浄
剤
は
、
適
量

　

を
使
用
す
る
。

・
塩
素
系
洗
剤
は
使
用
し
な
い
。

・
空
気
を
送
る
装
置
（
ブ
ロ
ア
）
の
電
源

　

を
切
ら
な
い
。

　
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）」
を
活
用
し
た
緊
急
情
報
伝
達
試
験

を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
各
家
庭
の
戸
別
受

信
機
を
使
い
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
の

で
、
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
18
日
（
水
）
午
前
11
時

　
　
　防

災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総
務
課
危
機
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
１
６

国
民
年
金
手
帳
に
代
わ
り
「
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
令
和
４
年
４
月
以
降
、
初
め
て
年
金
制

度
に
加
入
す
る
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
年

金
手
帳
に
変
わ
り
「
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
年
金
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
は
「
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
引

き
続
き
年
金
手
帳
を
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

地
域
課
題
解
決
型
起
業
支
援
事
業

募
集
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
内
に
お
け
る
地
域
課
題
（
地
域

活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、

社
会
福
祉
関
連
、
買
い
物
弱
者
支
援
な
ど
）

の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
新
た
に
起
業
す

る
方
に
対
し
て
、
起
業
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
「
地
域
課
題
解
決
型
起

業
支
援
事
業
」
の
申
請
を
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
／
人
件
費
、
店
舗
等
借
料
、

　

設
備
費
、
原
材
料
費
、
広
報
費
な
ど

補
助
率
／
２
分
の
１

補
助
上
限
額
／
２
０
０
万
円

申
請
書
／
北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ

　

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
５
月
11
日
（
水
）
ま
で
に
同

　

セ
ン
タ
ー
へ
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人
北
海
道
中
小
企

　

業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
１
１
‐
２
３
２
‐
２
４
０
３
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短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

早
朝
に
出
か
け
る
孫
は
人
知
れ
ず
除
雪
に
向
か
う
零
下
二
十
度

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

斑
ま
だ
ら

野
に
立
ち
胸
一
杯
深
呼
吸
体
内
時
計
カ
チ
ッ
と
決
ま
る南

町
一　

  　

 

田
中　

幸
穂

早
い
も
の
孫
は
中
学
一
年
生
心
に
夢
を
我
も
来
た
道　

旭
町
三  　

 　

守
谷　

忠
弘

久
し
ぶ
り
真
宗
教
僧
の
お
説
教
先
の
見
え
な
い
心
を
開
く本

町
一　

 

　
　

杉
本　
　

光

娘こ

の
命
日
海
に
輝
く
ム
ー
ン
ロ
ー
ド
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
妹い

も

か
ら
写
真　

新
星
第
三　

   

下
平　

公
枝

春
で
す
ね
交
す
言
葉
に
笑
顔
か
な 　

   

　
　
　
　

 

丸
山
一　
　
　

 

髙
木　

瑛
峰

遠
い
日
の
息
を
打
ち
合
う
紙
風
船　
　
　
　
　
　
　

 

幸
町
一　

 　
　

浜
田　

恵
子

風
車
記
憶
の
か
け
ら
巻
き
戻
し　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
稜
第
一　

 　

三
浦
ひ
か
り

天
空
の
色
彩
や
か
に
風
ぐ
る
ま　
　
　

  　
　
　
　

 

赤
羽　
　
　
　

 

中
村
ゆ
き
え

風
車
そ
の
い
と
お
し
き
水
子
仏　
　
　

 　
　
　
　

  

水
沢
春
日
台　

 

舟
山　

初
枝

冴
返
る
鉄
骨
晒
す
戦
跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
町
二　
　
　

 

為
井
め
ぐ
み

風
車
授
乳
の
と
き
は
母
が
手
に　
　
　
　
　
　
　
　

 

旭
町
二　
　

   

鎌
田　

光
春

第16回 びえい桜まつり

夜桜ライトアップを実施します

開催期間
  ５月４日（水）～ 15 日（日）
  午後７時～午後９時
 　※開花状況により、終了日を変更する場合があります。

恒例となりました夜桜ライトアップを憩ヶ森公園で行います。

昼に見る桜とは一味違う、幻想的な夜桜をぜひお楽しみください。

「びえい桜まつり」の催事は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため中止することとなりました。

びえい桜まつり催事中止のお知らせ

問合せ／びえい桜まつり実行委員会事務局（商工観光交流課内）☎ 92-4321

戸籍の窓
    　令和４年３月１日から

    　令和４年３月31日までの届出分

人の動き

　　　　4,785世帯　 （+19）

   男　　4,513　人　 （- 5）

   女　　5,096　人　 （-15）

合計　　9,609　人　 （-20）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

平間　徠
ら い む

夢　 男　 字美沢早崎

惣万　栞
し ほ

帆　 女　 憩町１丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

佐　　榮子　 87    大町１丁目

鈴木　義治　 87    字美馬牛大成

森岡　武夫　 92    大町２丁目 

内海　正弘　 80    北町１丁目

西井美穗子　 84    南町１丁目

小野ナヲ子　 96    旭町４丁目

橘髙美佐緒　 64    南町１丁目

領家　久男　 86    旭町２丁目

西森　幸枝　 60    東町３丁目

吉井　孝子　 92    字上宇莫別拓殖

　　（敬称略）　

町内の交通事故

　　令和４年２月１日～28日

　   ▼発　  生　   0件（　0件）【　2件】

　   ▼死　  亡　   0人（　0人）【　0人】

　   　負 傷 者　   0人（　0人）【　2人】

　    （ ）は令和４年１月～２月末までの累計

　    【 】は令和３年１月～２月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

  令和４年１月１日～３月31日

    ▽火災　　　0件（　2件）

    ▽救急　　127件（124件）

    ▽救助　　　3件（　2件）

　　     （ ）は前年同期間の件数



令
和
四
年
五
月
一
日
発
行
／（
〒
０
７
１
‐
０
２
９
２
）北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
本
町
四
丁
目
六
番
一
号

編
集
・
美
瑛
町
総
務
課
広
聴
広
報
係
（
０
１
６
６
）
92-

４
３
４
５

印
刷
・
総
合
商
研
㈱
　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

〇　抽選は６月上旬に実施し、その後、当選

　　通知書をお送りします。還元ポイントは

　　６月上旬にＢｅコインカードに付与します。

〇　還元ポイントは、利用ポイント×還元率。

　　期間中に利用したＢｅコイン最大 30,000

　　ポイントまで還元対象となります。 問合せ：商工観光交流課　☎ 92-4321

本数 還元率

１等 ５本 100％

２等 10 本 50％

３等 80 本 10％

「手打ちそばを楽しむ会」参加者募集

店舗と同じ材料で手打ちそば体験ができます。

日時／毎週 土・日・月曜日

　　　午前の部:９時～　午後の部:13時30分～

料金／１人3000円　　定員／各部２～３人

場所／美丘（西町１丁目３-17）

※自分で打ったそばは持ち帰れます。（約５人前）

≪申し込み・問い合わせ先≫

美丘　電話・FAX／92-0005（申し込みは前日まで）

期間中にＢｅコインで累計 1000 ポイント以上お買い物した方を対象に
抽選で期間中に利用したポイントを還元します。

【開催期間】　５月１日（日）～ 31 日（火）

ＢｅコインＢｅコイン

利用ポイント利用ポイント
還元キャンペーン還元キャンペーン

応募不
要！

応募不
要！

Ｂｅコインについて

詳しくはこちら

【Ｂｅコインポイントがチャージできる場所】

・役場１階 会計課窓口

・町民センター窓口

　：受付時間 ８時 30 分～ 17 時 15 分（平日のみ）

・ホテルラヴニール

　：受付時間 ８時 30 分～ 19 時 00 分

　　　　　　　　　　　　　（土日祝日も対応）

30,000
ポ
イ
ン
ト

 戻ってくる!!!

最 

大




